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英国「Sailplane and Gliding」第 26 期 No.5 1975 年 10-11 月号の P13 を日本語化しま

した。 

 最近ドイツを訪れた際、オックスフォード出身の小グループ (私、ピーター・プラ

テリ、トニー・テイラー) は Astir CS を飛ばすという幸運に恵まれました。グライダ

ーの生産は 7 月下旬までに 1 日 1 機のペースに達し、タンデム 2 人乗りバージョン

の Astir CS  は今年後半にテスト飛行される予定です。 

 この飛行機はやや「ずんぐりとした」外観ですが、見た目にはまったく不快では

ありません。一目見て最も印象的な特徴は、巨大なコックピット、細身のテール ブ

ーム、そして広い翼面積です。すべてのコントロールは簡単に手元で操作できます。

着陸装置のレバーは右手で操作し、ウォーターバラスト投棄も同様です。トリム レ

バーとエアブレーキは左手で操作します。ケーブル リリースは計器コンソールの下

半分、操縦桿の左側にあります。ホイール ブレーキ レバーは操縦桿に取り付けられ

ています。ラダーペダルは飛行中に完全に調整可能です。大型のヒンジ付きコック

ピットキャノピーは全方位の視界を確保し、計器コンソールには多数の計器を収容

できます。 

 Astir CS に特有の設計上の特徴のいくつかは、特に注目に値します。翼は独創的な

「スナップロック」コネクタシステムを介して胴体と結合します。実際、リギング

は取り外し可能な部品を必要とせずに実現されます。胴体は激しいクラブ使用向け

に設計されており、胴体シェル内に垂直メンバーが設けられ、フィンまで伸びてさ



らに強化されています。着陸装置のサスペンションはスプリングがしっかりしてお

り、非常に頑丈で、特大のホイールを備えています。きちんとしたプラグインテー

ルドリーが付属しており、これを取り付けたまま誤って離陸しようとした場合には、

外れるように設計されます。 

一般的な結論 

 このグライダーの飛行操作特性を徹底的に評価する時間がありませんでした。た

だし、以下は、約 30 分間の短い航空牽引飛行を行った後に、私たち全員が導き出し

た一般的な結論です。 

 離陸滑走の初期段階 (すべての飛行で風速は約 5 ノット) でのグライダーの操縦性

に感銘を受けました。翼端を離した瞬間から、横方向と方向のコントロールが良好

でした。空中に浮上すると、飛行コントロールは軽く、反応がよく、よく調和して

いることがわかりました。牽引機の後ろで位置を維持するのに困難はありませんで

した。トリマーは非常に効果的で、牽引中に航空機をトリムして「手を離して」飛

行することができました。 

 約 500 メートルで牽引を離れると、Astir のサーマル飛行能力がすぐに明らかにな

りました。中程度のバンク角 (最大約 40 度) で、35 ～ 45 ノットの速度範囲でサーマ

ル旋回を行いました。グライダーは、その日の条件では、約 40 ノットで最も快適に

上昇しているように見えました。センタリングには、比較的小さく正確なスティッ

クの動きだけで十分でした。それに応じて敏感なラダーは、ヨーストリングがセン

タリングされたままになるように、ある程度慎重に使用する必要がありました。 

 サーマルから得られる有用な高度で、グライダーのロール率の定性的な評価が行

われました。45 ノットでは、バンク角の標準的な変化に約 4 秒かかりました。グラ

イドは 40 ノットから 100 ノットの範囲のさまざまな速度で実施され、報告された極

曲線に確実に適合していると感じました。この航空機は従来（他機でも採用されて

いる平凡な配置）の水平尾翼と昇降舵の配置を備えており、上記の速度範囲では

「手を離して」トリムすることが可能であることが判明しました。 



即時スピン回復 

 次に、失速の挙動が観察されました。翼が水平の状態で、約 32 ノットの指示対気

速度で失速へ近づいていることを示す最初の兆候が発生し、尾部ユニットの周囲で

気流の一般的な泡立ちが明らかになりました。スティックをもっと後ろに引くと、

グライダーは（失速によるバフェッティングが発生し操縦桿を揺さぶられ、エルロ

ンの利きがほとんどなくなり）ぐしゃぐしゃになりますが、横方向と方向のコント

ロールは可能です。失速にもっと速く近づくと機首が下がりますが、翼が下がる傾

向はラダーで簡単にコントロールできます。スティックを放すと、グライダーはす

ぐに通常の飛行姿勢に戻ります。グライダーをスピンさせようとはしませんでした。

しかし、後になって、重心位置が通常範囲内にあると、エルロンとラダーのコント

ロールを完全に交差させ、スティックを一番後ろに引いた状態でのみ、機体はスピ

ンに入ることがわかりました。スティックを放すか、コントロールを中央に戻すと、

すぐに回復すると言われました。また、グライダー（の操作感）がぐしゃぐしゃに

なった状態で、最大 20 度のバンク角で旋回しても、翼が下がる傾向がないこともわ

かりました。 

 グライダーを場周経路で飛ばすのに特別な問題はなかった。最終進入は 45 ノット

で行われた。大型上面エアブレーキは非常に効果的であることが証明され、ブレー

キを開いたときに機首がわずかに下がった。ホイールブレーキにより、完全にホー

ルドオフされた 2 点接地後、機体を急速に停止させることができた。地上走行中の

方向制御と横方向制御は注目に値するもので、困難な横風着陸でも地面にぶつかる

心配なく実行できるはずだ。Astir は横滑り特性が良好であることがわかり、この技

術は効果的な進入補助であることが証明された。 

 結論として、我々は全員この航空機に非常に好印象を受けた。我々の考えでは、

この航空機はクラブ パイロットと競技パイロットの両方のニーズによく合っている。 
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